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4. 研究課題の概要（300 字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

 

デジタル環境の発達は、歴史や文学などの分野における古典の研究に新たな可能性と、かつてない課題をも

たらした。本研究は、絵巻解読や研究の基礎環境を整えること目指し、画像と文字を融合し、双方向に行き来

するというこれまで存在しなかった内容や様式の情報を作成しようとする。とりわけ同じテーマをめぐる詞書と画

像という異なる表現媒体を併せ持つ絵巻の構成に着目し、中世の語彙と画像との対照を明らかにし、デジタル

環境を用いる縦横に検索するリソースを研究者や絵巻の読者に提供する。 

5. 研究成果の概要 

 

このプロジェクトは、今年度において「基礎研究」の部分しか達成できず、当初から掲げていた成果の一部であ

るデータベースの構築までには届かなかった。繰り返しいろいろなアプローチを模索する過程において、古典

画像資料と、それの内部に入り込んだ情報の掘り出しと表示についての可能性、問題点、そして理想的な技術

の対応などをめぐり、一層具体的な認識が得られた。なお、そのようなデジタルリソースの構築を目指して、研究

対象である中世絵巻における詞書の電子テキストを作成した。 
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